
　
八
月
十
日
の
発
表
の
席
上
、

梅
原
猛
選
考
委
員
長
は
次
の
よ

う
に
講
評
し
ま
し
た
。

　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
今
年
の
受
賞
作
品
は
、
推
薦

さ
れ
た
五
十
五
作
品
の
中
か
ら

富
岡
多
惠
子
さ
ん
の
『
釋
迢
空

ノ
ー
ト
』
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
釋
迢
空
と
は
民
俗
学
者
・
折

口
信
夫
が
歌
や
小
説
な
ど
の
文

学
作
品
に
用
い
た
ペ
ン
ネ
ー
ム

で
す
。
こ
れ
は
戒
名
で
あ
っ
て
、

こ
の
作
品
は
、
な
ぜ
戒
名
を
ペ

ン
ネ
ー
ム
に
し
た
の
か
と
い
う

こ
と
に
疑
問
を
持
ち
、
折
口
信

夫
の
人
生
を
克
明
に
追
究
し
、

研
究
し
た
評
伝
で
す
。

　
折
口
信
夫
が
同
性
を
好
ん
だ

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
富
岡
さ
ん
ほ
ど
こ
の
こ
と

を
綿
密
に
追
究
し
た
人
は
い
ま

せ
ん
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
戒
名
を

用
い
た
疑
問
を
こ
の
男
色
関
係

か
ら
み
ご
と
に
解
明
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
学
者
・
折
口
信
夫
の
内
面
に

作
家
が
迫
り
、
十
年
の
歳
月
を

か
け
て
心
の
裏
を
描
い
た
大
変

迫
力
の
あ
る
作
品
で
す
。

　
こ
れ
は
作
家
に
し
か
書
け
な

い
評
論
で
、
数
多
い
折
口
信
夫

に
関
す
る
作
品
の
中
で
も
白
眉

（
最
も
傑
出
し
て
い
る
）
だ
と

思
い
ま
す
。

　
第
十
一
回
紫
式
部
文
学
賞
の

受
賞
作
品
は
、
富
岡
多
惠
子
さ

ん
の
『
釋
迢
空
ノ
ー
ト
』
に
決

定
し
ま
し
た
。

　
紫
式
部
文
学
賞
は
、
源
氏
物

語
ゆ
か
り
の
地
に
ふ
さ
わ
し
い

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
と
し
て
平

成
三
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
対
象
と
な
る
の
は
女
性
作
家

に
よ
る
文
学
作
品
で
、
今
回
の

受
賞
作
品
は
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
五
十
五
作
品
の
中
か
ら
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
選
考
委
員
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
（
敬
称
略
・
五
十
音

順
）
。

　
梅
原
猛
（
国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
顧
問
）
、
瀬
戸
内

寂
聴
（
作
家
）
、
竹
田
青
嗣

（
文
芸
評
論
家
）
、
多
田
道
太

郎
（
評
論
家
）
、
田
辺
聖
子

（
作
家
）
。��

　
迢
空
折
口
信
夫
の
師
で
あ

る
三
矢
重
松
は
国
学
院
で
源

氏
物
語
全
講
会
と
い
う
も
の

を
開
い
て
お
ら
れ
た
。
そ
の

三
矢
重
松
の
死
後
、
慶
応
義

塾
大
学
の
教
授
と
な
っ
た
折

口
は
源
氏
物
語
全
講
会
を
国

学
院
か
ら
慶
応
に
移
し
て
課

外
の
公
開
講
義
と
し
て
続
け

た
。
そ
の
講
義
を
ジ
カ
に
聴

け
な
か
っ
た
者
に
は
、
源
氏

物
語
に
つ
い
て
書
か
れ
た
さ

ま
ざ
ま
な
文
章
が
全
集
に
残

さ
れ
た
。
一
般
の
読
書
人
に

向
け
て
書
か
れ
た
わ
か
り
や

す
い
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ら

は
世
に
流
通
す
る
源
氏
物
語 

論
と
ち
ょ
っ
と
ち
が
う
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
、
蒙
を
啓
か
れ

た
。
　
迢
空
は
、
宇
治
に
は
何
度

も
き
て
い
る
よ
う
で
「
菟
道
」

と
い
う
連
作
の
歌
も
あ
る
。

学
者
と
し
て
は
と
も
か
く
、

詩
人
と
し
て
は
生
前
不
遇
で

あ
っ
た
迢
空
に
、
そ
の
こ
と

を
書
い
て
ホ
メ
ら
れ
る
の
は

申
し
わ
け
な
い
気
が
す
る
。

《
著
者
略
歴
》

　
昭
和
１０
年
７
月
２８
日
大
阪

生
れ
。
３２
年
大
阪
女
子
大
学

卒
。
同
年
詩
集
『
返
禮
』
で

第
８
回
Ｈ
氏
賞
受
賞
。
平
成

５
年
『
中
勘
助
の
恋
』
で
第

４５
回
読
売
文
学
賞
受
賞
。
９

年
『
ひ
べ
る
に
あ
島
紀
行
』

で
第
５０
回
野
間
文
芸
賞
受
賞
。

そ
の
他
の
著
書
に
『
富
岡
多

惠
子
詩
集
』
『
波
う
つ
土
地
』

な
ど
が
あ
る
。
静
岡
県
伊
東

市
在
住
。
受
賞
作
は
岩
波
書

店
か
ら
刊
行
。��

　
『
古
代
研
究
』
な
ど
日
本
文

学
研
究
者
と
し
て
有
名
な
折
口

信
夫
は
、
反
面
、
独
創
的
な
短

歌
歌
人
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
本

は
、
歌
人
、
文
人
と
し
て
の
釋

迢
空
に
つ
い
て
記
し
た
十
篇
の

ノ
ー
ト
か
ら
成
る
。

　
釋
迢
空
と
は
、
折
口
信
夫
の

筆
名
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
出
家

者
か
死
者
の
名
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
折
口
自
身
の
戒
名
だ
と

直
感
し
た
富
岡
多
惠
子
さ
ん
の

カ
ン
は
す
る
ど
い
。
た
く
さ
ん

の
折
口
研
究
書
が
あ
る
が
、
こ

う
い
う
指
摘
は
か
つ
て
な
さ
れ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
「
お
そ
ら
く
無
染
に
与
え
ら

れ
た
で
あ
ろ
う
『
釋
迢
空
』
と

い
う
法
名
」
を
、
「
詩
歌
散
文

を
問
わ
ず
、
文
学
的
行
為
に
の

み
用
い
ら
れ
る
筆
名
に
選
ぶ
と

決
め
た
時
、
そ
れ
は
自
分
の

『
文
学
』
を
な
べ
て
死
者
へ
の

挽
歌
　
供
養
と
す
る
意
志
だ
っ

た
は
ず
で
あ
る
」
と
富
岡
多
惠

子
は
言
う
。

　
新
仏
教
者
藤
無
染
に
つ
い
て

も
、
今
ま
で
触
れ
た
研
究
者
は

ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
釋
迢
空
よ

り
年
上
。
最
初
の
恋
人
で
あ
っ

た
。
無
染
の
結
婚
に
よ
り
二
人

は
別
れ
た
。
こ
れ
も
富
岡
多
惠

子
の
緻
密
な
調
査
研
究
で
明
ら

か
に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
後
に
、
養
子
に
迎
え
た
藤
井

春
洋
は
硫
黄
島
で
戦
死
し
て
い

る
。
春
洋
の
生
地
（
石
川
県
羽

咋
市
）
に
建
立
し
た
墓
に
は

「
も
っ
と
も
苦
し
き
　
た
ゝ
か

い
に
　
最
も
く
る
し
み
　
死
に

た
る
　
む
か
し
の
陸
軍
中
尉
　

折
口
春
洋
　
な
ら
び
に
そ
の
　

父
　
信
夫
　
の
墓
」
と
あ
る
。

父
と
子
の
墓
で
あ
り
、
比
翼
の

塚
で
も
あ
る
。
大
阪
出
身
の
折

口
信
夫
は
は
る
ば
る
能
登
へ
来

て
こ
こ
で
眠
っ
て
い
る
。

　
晩
年
、
小
野
十
三
郎
の
詩
集

『
大
阪
』
を
座
右
に
置
い
て
い

た
。
小
野
は
極
端
な
短
歌
撲
滅

論
者
で
あ
る
。
異
な
る
意
見
に

出
会
っ
て
も
、
寛
容
に
、
し
か

も
少
し
の
た
じ
ろ
ぎ
も
な
く
歩

み
よ
っ
て
行
く
こ
と
の
で
き
た

詩
人
、
釋
迢
空
、
折
口
信
夫
の

姿
が
、
本
書
に
よ
っ
て
浮
か
び

あ
が
っ
て
く
る
。

　
市
で
は
、
長
寿
を
お
祝
い
し
、

満
七
十
歳
、
満
七
十
七
歳
、
満

八
十
八
歳
、
満
百
歳
の
節
目
の

年
齢
を
迎
え
ら
れ
た
人
に
敬
老

祝
金
を
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
対
象
者
と
支
給
額
…
次
の
１

と
、
２
か
ら
５
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
。

�
今
年
１
月
１
日
か
ら
８
月
３１

日
ま
で
引
き
続
き
宇
治
市
に
住

民
登
録
か
外
国
人
登
録
を
し
て

い
る
人
　

１
満
７０
歳
（
昭
和
５
年
９
月
１７

日
か
ら
昭
和
６
年
９
月
１６
日
生

ま
れ
）
の
人
に
１
万
円
　

２
満
７７
歳
（
大
正
１２
年
９
月
１７

日
か
ら
大
正
１３
年
９
月
１６
日
生

ま
れ
）
の
人
に
２
万
円
　

３
満
８８
歳
（
大
正
元
年
９
月
１７

日
か
ら
大
正
２
年
９
月
１６
日
生

ま
れ
）
の
人
に
３
万
円
　

４
満
１
０
０
歳
（
明
治
３３
年
９

月
１７
日
か
ら
明
治
３４
年
９
月
１６

日
生
ま
れ
）
の
人
に
５
万
円

▼
支
給
方
法
…
対
象
者
に
は
今

月
末
ま
で
に
敬
老
祝
金
支
給
通

知
書
と
口
座
振
替
払
依
頼
書
を

お
送
り
し
ま
す
。
口
座
振
替
払

依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

健
康
生
き
が
い
課
ま
で
ご
返
送

く
だ
さ
い
。
ご
指
定
の
口
座
に

敬
老
祝
金
を
振
り
込
み
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
通
し
て
、

楽
し
み
な
が
ら
「
宇
治
の
未
来
」

を
考
え
る
「
Ｕ
Ｊ
Ｉ
あ
さ
ぎ
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
十
一
月

二
十
五
日
（日）
に
開
催
し
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
迎
え
、
真
に
豊

か
な
社
会
を
築
く
た
め
に
は
、

男
女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

参
画
し
、
互
い
に
そ
の
人
権
を

尊
重
し
つ
つ
責
任
も
分
か
ち
合

う
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の

実
現
が
不
可
欠
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
ん
な
社
会
の
実
現

を
め
ざ
す
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
で
企
画
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
募
集
期
間
…
８
月
３１
日
（金）
ま

で◆
募
集
人
数
…
若
干
名

◆
応
募
資
格
…
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
男
女
（
１５
歳
以
上
）

◆
応
募
方
法
…
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
（
フ
ァ
ク

ス
）
番
号
・
応
募
動
機
を
記
入

し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

直
接
に
男
女
共
同
参
画
課
（
〒

６
１
１
　
０
０
２
１
宇
治
琵
琶

４５
　
１４
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
、

フ
ァ
ク
ス
２０
・
８
７
９
１
、
　

２０
・
８
７
６
９
）
へ
。�

　
第
十
一
回
紫
式
部
文
学
賞
の
受
賞
作
品
が
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
。

選
ば
れ
た
の
は
、
富
岡
多
惠
子
さ
ん
の
『
釋
迢
空
ノ
ー
ト
』
で
す
。
贈
呈

式
は
十
一
月
十
八
日
（日） 

に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

   

　
問 

文
化
自
治
振
興
課

と
み 

お
か   

た
　  

え
　 

多
田 

道
太
郎
さ
ん

作
品
の
紹
介
と
寸
評

第１１回

富岡多惠子さんの『釋迢空ノート』に
しゃく ちょう  く う

受
賞
の
言
葉

富
岡
多
惠
子
さ
ん

も
う

ひ
ら

ＵＪＩあさぎり
  フェスティバル２００１

ＵＪＩあさぎり
  フェスティバル２００１

実行委員募集

節
目
の
年
齢
を

迎
え
ら
れ
た
人
に

敬
老
祝
金
を
支
給

問 

健
康
生
き
が
い
課

は
る
み

ち 
 

み

あ
し
た

む
ぜ
ん

は
く 

び

し
の
ぶ

お
り
く
ち

選考委員長

　講　評　

学
者
の
内
面
に
迫
っ
た

迫
力
あ
る
作
品
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子育て支援とボラン
ティアについて

小倉
双葉園
保育所講演～絵本の読み聞かせ～
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�

絵本の読み聞かせ
(紙芝居などの実習) 地域

子育て
支援セ
ンター
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�

子どもの育ちとかかわり
(子育てについての座談会)

9/14
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子どもの遊び･歌･手遊び

ボランティアの登録
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市民文化芸術祭参加事業の市民
写真展に出展する作品を募集しま
す｡ ▽とき…11月２日�～４日�

▽ところ…宇治公民館 ▽応募資格
…市内在住・在勤・在学の人 ▽作
品の規格…四つ切り～半切で額装
かパネル張り｡ 一人１点 申�９月
20日�まで(必着)に､ はがきに作
品の題名・氏名・住所・電話番号
を書き､ 文化自治振興課へ｡

���
����

▽とき…９月９日�､ 午後１時
～４時 ▽ところ…東消防署 ▽内容
…普通救命講習 (応急手当の重要
性の講義､ 人工呼吸・心臓マッサ
ージ・止血の実技) ▽定員…先着
30人 ▽受講料…無料 申�９月３日

�までに同消防署 (�31-8759)｡

��

�����
��������	小・中学生
が作成した植物標本の中で､ 名前
の分からないものなどにお答えし
ます｡ ▽とき…８月29日�～31日

�､ 午前９時～午後４時 (受付午
後３時まで) ▽ところ…同園緑の
館ライブラリー ▽内容…相談者は
作成した標本(いつ･どこで採集し
たか明記)を持参｡ 持ち込みは一

人30点まで(同相談会のみの人は
入園無料) 問�同園 (�45-0099)

�������������� 
キャンプファイアー､ 野外炊飯
などを楽しみながら野外活動の研
修や実習を行います｡ ▽とき…９
月22日	～23日� (１泊２日) ▽
ところ…アクトパル宇治 ▽対象…
高校生以上 ▽定員…30人 (多数の
場合抽選) ▽参加費…◎高校生＝
3900円､ ◎大人＝4200円 (食事代
含む) 申�９月７日� (消印有効)
までに往復はがきに､ 氏名・年齢・
性別・住所・電話番号・学校名を
記入し､ アクトパル宇治(〒601-1
392西笠取辻出川西１､ �075-575-
3501)へ｡ 当日はＪＲ宇治駅から
の送迎があります｡

��	
�

���!"#$#$�%

▽とき…９月８日	､ 午後１時
半～３時半 ▽ところ…西小倉地域
福祉センター (駐車場はありませ
ん) ▽内容・講師… ｢ぼけは予防
できる｣ ・土屋均さん (宇治黄檗
病院副院長) ▽対象…市内在住の
人 ▽定員…当日先着100人 ▽参加
費…無料 問�健康いきがい課

�&'()*+,-./��%

▽応募資格…子育てに関心があ
り､ 講座修了後､ 子育ての現場で
ボランティアをしていただける人

▽とき・内容…下表のとおり｡ い
ずれも午前10時～正午｡ 駐車場に
限りがあります ▽定員…先着30人
申�８月27日�までに地域子育て

支援センター(�24-6511)へ｡

�0123456789:
生活習慣病予防のために自分の
食生活を振り返り､ 見直してみま
せんか｡ ▽とき…９月４日�､ 午
後１時半～４時 ▽ところ…宇治公
民館 ▽定員…30人 (多数の場合抽
選) 申�８月25日	まで (必着)
に往復はがきに､ 住所・氏名・生
年月日・年齢・性別・電話番号・
食生活編希望と書き､ 健康生きが
い課へ｡

�;<=>?@A�BCDEFGH
>?�012345IJ
在宅の要介護高齢者を家庭で介
護している人の介護疲れの解消と
互いの交流を深めるために実施し
ます｡ ▽とき…９月22日	､ 午前
10時15分にＪＲ宇治駅前集合 ▽内
容…食事会 (琵琶湖ホテル) とミ

シガンによる琵琶湖遊覧 ▽対象…
介護保険で要介護３以上の認定を
受けている65歳以上の高齢者を家
庭で介護している人 (６月３日の
本事業参加者は除く) ▽定員…65
人 (多数の場合抽選) 申�所定の
申請書で９月３日�までに健康生
きがい課か社会福祉協議会 (�22
-5650) へ｡

��KLM�NO�%BPNQR
�SKT UMH

▽とき…９月８日	､ 午後１時
半～４時 ▽ところ…総合福祉会館

▽対象…ボランティア活動に関心
のある人 ▽定員…先着20人 ▽参加
費…無料 申�８月31日�までに社
会福祉協議会(�22-5650､ FAX22-
5654)へ｡

�=VWXY+,-./�Z[�
%BPNQR�SKT UMH

▽とき…９月19日～10月24日の
毎週水曜､ 午後１時半～３時半 ▽

ところ…総合福祉会館 ▽対象…ボ
ランティア活動に関心のある人 ▽

定員…先着20人 ▽参加費…500円
申�９月７日�までに社会福祉協

議会(�22-5650､ FAX22-5654)へ｡

�
�	���
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ef 4g-hijklmno
pqrstuvw$xhy

▽とき…８月24日�､ 午後２時
～３時半 ▽ところ…産業会館 ▽定
員…先着120人 (要事前申し込み)

▽参加費…無料 問�宇治商工会議
所 (�23-3101)

�z{|}�~���
申� ｢さば寿司料理教室｣ は８月

27日�から､ ｢海外旅行のための
英会話教室｣ ｢大正琴教室｣ は９
月５日�から同館 (�46-0780)へ｡
�
��
����	 ����

����	�
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������� ����������

��������������	

▽とき…10月５日～14年３月８日
の金曜､ 午前10時～正午｡ 20回 ▽

定員…先着25人 ▽受講料…1万600
0円 (要別途テキスト代3000円)
������� !��	 ▽とき…
10月６日～14年３月16日の第１・
３土曜､ 午後１時～２時｡ 12回 ▽

定員…先着10人 ▽受講料…7200円
(要別途テキスト代1500円)

�z{���J���-� 
申�８月23日�から同センター
(�46-0688) へ｡
�"#$%&'()*+,�-

.!	 ▽ とき…９月25日～10月23
日の火・金曜､ 午後６時半～９時｡
９回 ▽定員…先着20人 (内中小企
業の従業員14人) ▽費用…１万75
00円 (要別途テキスト代)
�"#$%/0�+123+,	

▽とき…９月25日～10月23日の火・
金曜､ 午後６時半～９時｡ ９回 ▽

定員…先着12人 (内中小企業の従
業員８人) ▽費用…１万7500円
(要別途テキスト代)
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情報
BOX

食品の腐敗しやすい時期です｡
食中毒予防を再認識しましょう｡

～食中毒予防３原則～

原則１ 手指も食品もきれいにする
原則２ 早く食べてしまう｡ 冷やし

て保存する
原則３ 食品は十分に熱を加える

今
回
は
、
建
築
物
を
建
築

す
る
と
き
の
確
認
申
請
と
検

査
の
手
続
き
を
と
り
あ
げ
ま

す
。建

築
物
を
建
築(

新
築
・

増
築
・
改
築
・
移
転
を
含
む)

し
よ
う
と
す
る
場
合
、
工
事

に
着
手
す
る
前
に
確
認
申
請

書
を
提
出
し
、
確
認
済
証
の

交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
建
築
物

の
計
画
が
敷
地
・
構
造
・
設

備
及
び
用
途
に
関
す
る
最
低

限
の
基
準
を
満
た
し
、
適
法

で
あ
る
こ
と
の
証
明
に
な
る

も
の
で
す
。
建
て
ら
れ
る
場

所
、
建
築
物
の
構
造
、
規
模

に
よ
り
申
請
が
不
要
の
場
合

も
あ
り
、
ま
た
大
規
模
な
模

様
替
え
や
修
繕
、
用
途
の
変

更
で
申
請
が
必
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
申

請
が
不
要
で
あ
っ
て
も
、
建

築
基
準
法
に
適
合
し
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
建
築
基
準
法
に

よ
り
工
事
途
中
で
の
中
間
検

査
を
定
め
て
い
ま
す
。
現
在

対
象
と
し
て
い
る
の
は
、
木

造
三
階
建
て
の
住
宅
、
特
殊

建
築
物(

物
品
販
売
店
等
の

不
特
定
多
数
が
使
用
す
る
建

築
物)

で
三
階
建
て
ま
た
は

床
面
積
五
〇
〇
㎡
を
超
え
る

建
築
物
で
す
。
対
象
建
築
物

は
定
め
ら
れ
た
時
期
に
中
間

検
査
を
受
け
、
中
間
検
査
合

格
証
を
交
付
さ
れ
た
後
で
な

け
れ
ば
次
の
工
程
に
は
進
め

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
工
事
が

進
め
ば
隠
れ
て
見
え
な
く
な

る
部
分
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
で
建
築
物
の
構
造
上
の
安

全
性
を
図
る
も
の
で
す
。

工
事
が
完
了
し
た
と
き
は
、

完
了
検
査
を
受
け
検
査
済
証

の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
確
認
申
請
書
の

と
お
り
現
地
で
施
工
さ
れ
た

か
ど
う
か
の
検
査
を
受
け
、

建
築
基
準
法
に
適
合
し
て
い

る
旨
の
証
と
な
る
検
査
済
証

の
交
付
を
受
け
て
、
す
べ
て

の
手
続
き
が
完
了
し
ま
す
。

建
築
指
導
課
に
は
確
認
申

請
を
さ
れ
た
建
築
物
の｢

建

築
計
画
概
要
書｣

が
あ
り
、

手
続
き
の
履
歴
な
ど
が
閲
覧

で
き
ま
す
。
住
宅
を
購
入
す

る
場
合
、
そ
の
住
宅
が
建
築

確
認
や
中
間
・
完
了
検
査
を

受
け
、
最
低
限
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
か
確
か
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
人
生
で
非

常
に
大
き
な
買
い
物
と
な
る

マ
イ
ホ
ー
ム
に
欠
陥
・
違
反

が
無
い
よ
う
、
事
前
に
調
査

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
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市
で
は
、
長
く
一
つ
の
職
業

に
従
事
し
、
優
れ
た
技
能
を
磨

い
て
こ
ら
れ
た
人
の
功
労
を
た

た
え
る
と
と
も
に
、
技
能
水
準

の
一
層
の
向
上
と
技
能
尊
重
の

機
運
を
高
め
る
た
め
、
毎
年
十

一
月
二
十
三
日
の
勤
労
感
謝
の

日
に
技
能
功
労
者
を
表
彰
し
て

い
ま
す
。

こ
の
技
能
功
労
者
の
候
補
者

の
推
薦
を
九
月
十
四
日
�
ま
で

受
け
付
け
ま
す
。

〈
対
象
と
な
る
人
〉
�
建
築
・

土
木
・
電
気
工
事
な
ど

�
各

種
の
製
品
製
造
・
加
工
・
組
み

立
て
・
修
理
な
ど

�
理
容
・

美
容
・
調
理
・
あ
ん
ま
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
の
技
能
的
職
種
に

就
き
、
次
の
す
べ
て
を
満
た
す

人

①
市
内
に
継
続
し
て
５
年

以
上
住
所
が
あ
る

②
技
能
者

と
し
て
市
内
の
小
規
模
の
事
業

所
に
５
年
以
上
従
事
し
、
経
験

年
数
30
年
以
上
で
、
平
成
13
年

11
月
23
日
現
在
で
満
60
歳
以
上

③
極
め
て
優
れ
た
技
能
を
有

し
、
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る

④
引
き
続
き
そ
の
職
種
に
従

事
し
、
指
導
的
立
場
に
あ
る

〈
推
薦
が
で
き
る
人
〉技
能
者

が
所
属
す
る
産
業
団
体
の
長
か

勤
務
す
る
事
業
所
の
事
業
主

詳
し
く
は
商
工
観
光
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
久
保
・
槇
島
地
区
で
欠
員

と
な
っ
て
い
ま
し
た
民
生
委
員

・
児
童
委
員
が
次
の
と
お
り
決

定
さ
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
と
京

都
府
知
事
か
ら
委
嘱
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。
委
員
の
任
期
は

平
成
十
三
年
十
一
月
三
十
日
ま

で
で
す
。

(

敬
称
略)

【
大
久
保
地
区
】

一
瀬
英
子
＝
大
久
保
町
平
盛

１
０
４－

２
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
マ

ン
シ
ョ
ン
宇
治
大
久
保
６
０
９

(

�
43
・
８
６
７
５)

【
槇
島
地
区
】

西
脇
陸
郎
＝
槇
島
町
本
屋
敷

40－

１
、
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
槇

島
３－

３
０
１(

�
24
・
２
８

６
２)問�

社
会
福
祉
援
護
課

▲技能を披露される功労者 (昨年)
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９月14日�まで受け付けます
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と き 8月25日� 午前10時～午後3時10分
26日� 午前９時～午後2時20分

ところ 山城総合運動公園体育館

ソフトバレーボールのレディース全国大会
を本市で開催します｡ 全国各地から大勢の選
手が来宇されますので､ 皆さんも応援をして
ください｡

問�
宇治市体育協会

西村純昭さん(�32-1905)

;<=>?@ABC*DEF

問�保健推進課

宇治市制施行50周年記念事業


